
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２回 モビリティ・マネジメント教育普及推進セミナー 

 

【開催趣旨】 

日時：平成２９年１月２５日（水） １３：３0～1７：００（1３：００受付開始） 

場所：フェリエ南草津 5 階 大会議室 

主催：公益財団法人交通エコロジー・モビリティ財団、国土交通省近畿運輸局、 

一般社団法人日本モビリティ・マネジメント会議、滋賀県 

後援：滋賀県教育委員会（申請中） 

 

 

（JCOMM セミナー2017 in 滋賀） 

近畿地方におけるモビリティ・マネジメント教育（交通環境学習、以下「ＭＭ教育」）の更なる普

及ため、モビリティ・マネジメント教育普及推進セミナーを開催します。 

本セミナーは、モビリティ・マネジメントの研究・実践を蓄積する一般社団法人日本モビリティ・

マネジメント会議の「JCOMM セミナー」として位置付け、これまでの具体的な知見を活かしなが

ら、今後の更なる普及方法を多角的な視点から議論いたします。 

前半部で日本モビリティ・マネジメント会議理事であり、国内で初めてＭＭ教育に取り組まれた

筑波大学大学院 谷口先生からＭＭ教育の在り方などについてお話しいただくとともに、埼玉大学 

桐谷先生から教育的な観点からみたＭＭ教育の必要性などをお話しいただくとともに、現在取組ま

れている自治体の取組紹介などを行います。後半部では前半部の講演を振り返りながら、関係者間

の知見の共有や意見交換を図るとともに、今後の普及方法をパネルディスカッションにおいて検討

します。 

教育関係者や自治体、交通事業者から一般の方々まで、どなたでも参加できます。多くの皆さま

のご参加をお待ちしています！（入場料無料） 
 

※モビリティ・マネジメント教育とは 

われわれ一人ひとりの移動手段や社会全体の交通流動を「人や社会、環境にやさしい」という

観点から見直し、改善していくために自発的な行動を取れるような人間を育成することを目指し

た教育活動を意味します。 



【プログラム】 
１３：３０ 開会挨拶 

１３：４０ 基調講演「モビリティ・マネジメント教育の意義」 

筑波大学大学院システム情報工学研究科 准教授 谷口綾子 

１４：１０ 特別講演「小学校社会科におけるモビリティ・マネジメント教育の可能性」 

埼玉大学教育学部 教授 桐谷正信 

１４：４０ 取組紹介① 札幌市における取組み 

札幌市立発寒西小学校 校長 新保元康 

１５：００ 取組紹介②：東近江市における取組み 

東近江市市民環境部交通政策課 主事 小杉武史 

１５：２０  事例紹介 「全国での取組事例とエコモ財団の取組紹介」 

交通エコロジー・モビリティ財団 担当課長 岡本英晃 

１５：３５ （休憩 １５：３５～１５：４５） 

１５：４５  パネルディスカッション 「ＭＭ教育の実践と普及に向けて」 

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ  : 筑波大学大学院システム情報工学研究科 准教授 谷口綾子 

パネリスト：札幌市立発寒西小学校 校長 新保元康 

東近江市市民環境部交通政策課 課長補佐 石橋幸昭 

埼玉大学教育学部 教授 桐谷正信 

交通エコロジー・モビリティ財団 担当課長 岡本英晃 

１７：００ 閉会  

【会場へのアクセス】（会場所在地：滋賀県草津市野路 1-15-5、TEL：077-567-2355） 

 

   

【宛先】Fax：03-3221-6674、E-Mail：seminar[at]mm-education.jp（※[at]を@に直して下さい） 

事務局：公益財団法人交通エコロジー・モビリティ財団 交通環境対策部（担当：岡本） 

ご所属 お名前 ご連絡先（電話番号） ご連絡先（E-Mail） 

    

    

    

    

※ご記入いただきました個人情報は、当財団の｢個人情報保護方針｣(http://www.ecomo.or.jp/support/privacy.html) 

に基づき、適切な管理を行い、本セミナー開催にあたってのご連絡を行う場合にのみ使用させていただきます。 

問合せ先：公益財団法人交通エコロジー・モビリティ財団交通環境対策部（担当：岡本） TEL：03-3221-7636  E-Mail：seminar［at］mm-education.jp 

第２回 モビリティ・マネジメント教育普及推進セミナー 参加申込書 

■JR琵琶湖線南草津駅東口 

から徒歩 2分 


